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1 は じ め に

寒冷地太平洋沿岸地帯の稲作では,移植後の初期生育を

評盛にし,穂数を多くして・II数を確保したはうが,安定多

収になる。初期生育は苗質や水管理 ,施肥法等によって異

なる。施肥法の点からは,基肥量を増加しないで初期生育

を確保する手段として,移植後の本田追肥や移植前苗の追

肥が考えられる。桜井ら1)|ま移植当日の苗に,粒状の尿素

を追肥する方法について報告している。作業の面からは移

植前日に週巴しておけば早朝から苗運搬ができる。しかし,

粒状の追肥では苗の濃度障害が出やすい。そこで,移植前

日に肥料溶液を灌注する方法について検討 した。

2試 験 方 法

昭和61年度はササニシキの成型ポット中苗を用い,移植

当日に一箱当たり窒素成分量で 0, 1,2, 4,8,16タ
の粒状尿素を300潔の水に溶かし苗箱に灌注し,更に300

秘日度の水で葉についた溶液を洗い流した。この苗を本田

に手植えし,移植 13日後と40日後に抜き取り調査した。本

田の基肥量は窒素成分で400夕 /α , 1株 2～ 4本植え ,

条間30m,株間15ぃである。

昭和62年度はササニシキの散播稚苗と成型ボット中苗を

用い,移植前日に一箱当たり窒素成分量 0,4,8,12,
16,20,24夕 を前年度と同様の方法で追肥した。試験に供

試した肥料は粒状の尿素と液肥源及び液状のペーストであ

る。移植39日後に40株を抜き取り調査をした。また,追肥

した苗を翌日に移植できなかった場合を想定 し,追肥後 ,

苗箱内の苗の生育経過状況を観察した。

3 試験結果及び考察

昭和61年度の成型ボット中苗における移植 13日後の生育

は,追肥 1～ 16′ 区は無追肥 (0夕 )区に比べ,草丈は 3

～11%,分げつ数は11～ 17%,茎葉部乾物重は27～48%多

かった (表 1)。 しかし,移植40日後の生育では追肥区の

草丈は無処理区より1～ 2%長い程度で,無処理区より分

げつ数が多かったのは 8夕 区 (+7%)と 16夕 区 (+14%)で

あった。

これらのことより,稲の初期生育を促進させるには窒素

成分で 8～ 16夕 の追肥が有望であり,4夕 以下の少量の追

肥でも移植後の生育をやや促進させる効果があるが,稲の

生育に伴い,それらの効果が軽減するものと思われる。

表1 移植時の追肥置と本田初期生育 (昭和61年度 )

注 移植時の苗 :草丈 148卸 ,葉数 44,ササニシキ

表 2 移植時の苗形質 (昭和62年度 )

注 品種 :ササニシキ,4月 24日 播種, 5月 8日 調査。
乾物重は苗 1本当たりの値である。

昭和62年度に用いた苗の草丈は,散播稚苗で89m,成型

ボット中苗で■ Omと やや短かかった (表 2)。

散播稚苗と成型ボット中苗における肥料の種類と追肥量

による本田移植39日後の生育を表 3に示した。

散播稚苗における尿素及び液lle源の創 巴では:無処理区

に比べ 4夕 区でも生育が優れたが,8夕 区の生育が最も良

く(無処理区対比 尿素区 :茎数126,乾物重107,液肥源区
:茎数110,乾物重114),12′ 以上の区では追肥量が多く

なるにつれ生育力漸 減的に劣る傾向が見られた。

ベーストの追肥では追肥量が 4～ 16夕 までは追肥量が多

くなるにつれ生育が良くなり(16夕 区 茎数 :114,乾物重
:112),20′ より多くなると生育がやや劣った。
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表 3 遡 巴量と本田移植39日 後の生育 (昭和62年度 )

苗の種類 散 播 稚 苗 成型ボット中苗
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注  ( )内 の数字は各肥料の 0′ を 100と した時の
数値。分げつ及び乾物重は苗 1本当たりの値。

成型ポット中苗における尿素では,0～ 16夕 区までは追

肥量が多いほど生育が良くなり(16夕 区 茎数 :109,乾物
重 :112),20夕 区は16′ 区とはぼ同じで,24′ 区ではこ

れよりやや劣った。

液肥源では 0～ 20夕 区までは追肥量が多いほど生育が良

くなり(20′ 区 茎数 :■ 2,乾物重 :111),24夕 区では
茎数は20′ 区と,乾物重は無処理区とはぼ同じであった。

ペーストでは 0～ 20夕 区までは追丹巴量が多いはど生育が

良くなったが (20夕 区 茎数 :112,乾物重 :109),24′
区では無処理区より劣った。

以上のように,稲の初期生育に及ぼす追肥効果は,各肥

料とも概ね同様で,一箱当たりの追肥 (窒素成分 )量は ,

散播稚苗では 8′ ,成型ボット中苗では16～ 20夕 が適当と

思われる。

なお,散播稚苗より成型ポット中苗の追肥量が多いのは ,

ポット中苗では苗が大きく,土付き状態で移植され断根が

少なく濃度障害が出にくいためと考えられる。

このような追肥は移植前日に行うが,気象条件等により

翌日に移植できないこともある。そこで,追肥した苗の育

苗箱内における生育状況を表 4に示した。追肥 1日 後では

どの肥料でも,苗の萎れがほとんどおきないが,液肥源と
ペーストの16′ 区では 2日 後に部分的障害 (葉先枯れ症

状 ), 5日後には全面的障害 (苗全体が枯れる症状 )が見

られ,8夕 区でも5日後に部分的障害が見られた。しかし,

尿素では5日後に16′ 以上で部分的障害が見られたが,8
′区では障害が起きなかった。なお,こ れらの症状は肥料

による濃度障害と思われ,硫安で最も多く発生した。

また,水に溶かしやすく,灌注しやすいのは尿素と硫安

で,液肥源は砂状で水に溶かしにくく,ベーストは泥状で

「 じょうろ」では灌注しにくかった。

これらのことより,遡じに用いる肥料は尿素が適してい

ると思われる。

ただし,この試験に用いた苗は草丈が短めで充実度が高

かったので,草丈が長めの苗では濃度障害がもっと起きや

すいと考えられるので,尿素でもできるだけ移植前日に追

肥するのが望ましいと考えられる。

表 4 肥料の種類 量と追肥後の苗の生育障害
(昭和62年度 )

の
量
料
無
肥
種

1日 後 2日 後 5日 後

32′区 8′区 16′区 32′ 区 8′区 16′ 区 ′区

尿  素 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

液 肥源 ◎ ◎ ○ ◆ ○ ◆ ◆

ペースト ◎ ◎ ○ ◆ ○ ◆ ◆

硫  安 ◎ ◎ ○ ◆ ◆ ◆ ◆

注 散播稚苗の追肥後の育苗箱内における苗の生育
状況で,◎は良好,○は部分的障害,◆は全面的
障害である。

4 ま  と  め

移植直前の苗に対する追肥は,本国における初期生育の

促進効果があり,一箱当たりの追肥の適量は,窒素成分で ,

散播稚苗では 8夕 ,成型ボット中苗では16～ 20夕 である。

肥料の種類は尿素が苗の萎れが少なく最も安全であり,

追肥方法は,移植前日に一箱当たりの所定量を300記の水

に溶かし灌注し,苗の葉に付着した肥着した肥料を洗うた

め,その後さらに300溜程度の水を灌水する。
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